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2025年度前期 1.0単位

3601 ⼦どもとことば [1] 週間授業

クラス指定必修

全学年履修可 × ○

⾦曜1限

H301教室

⼭⼝ 理沙

⼭⼝ 理沙

「ことば」とはなにか、また、⼦どもがことばを獲得するとはどのようなことなのか考えることから始める。保育者はどのようにこのこ
とばの育ちを援助することができるのか、また、保育者が果たしうる役割についても考えていく。実際に絵本や紙芝居等の児童⽂化財を
通して、⼦どもがふれることばについて学ぶ。

当該科⽬では、領域「⾔葉」の指導の基盤となる幼児が豊かな⾔葉や表現を⾝に付け想像する楽しさを広げるために必要な専⾨的事項に
関する知識を⾝につける。

対⾯科⽬

オリエンテーション：授業概要と評価基準、授業において求められること 対⾯授業

⼦どものことば：ことばの獲得の発達過程 対⾯授業

保育者のことば：働きかけとその効果 対⾯授業

領域「⾔葉」：ねらいと内容及び評価 対⾯授業

遊びを通したことばの獲得（１）：発達に応じたことば 対⾯授業

遊びを通したことばの獲得（２）：ことばの遊び 対⾯授業

絵を読む⼒、テクストを読む⼒ 対⾯授業

ことばと児童⽂化財（１）：絵本、紙芝居 対⾯授業

ことばと児童⽂化財（２）：ペープサート、パネルシアター、エプロンシアター、⼈形劇 対⾯授業

ことばと児童⽂化財（３）：わらべうたほか、伝承遊び 対⾯授業

ことばと児童⽂化財（４）：劇遊び 対⾯授業

児童⽂化財の実践と評価（１）：児童⽂化財の理解 対⾯授業

児童⽂化財の実践と評価（２）：児童⽂化の評価 対⾯授業

ことばにまつわる教育・保育時事：現状と課題 対⾯授業

まとめ：ことばからみた保育 対⾯授業

毎授業の課題及び授業への取り組み状況60％、学期末レポート40%

様々な児童⽂化財を扱う予定であり、学⽣⾃らも調べて持参してもらうことがある。



◆教科書・教材

教科書以外に必
要な教材費⽤

教科書 教科書(ISBN)

参考⽂献 参考⽂献(ISBN)

児童⽂化財の理解を深めるため実際に政策をすることも想定している。そのため、裁縫道具、絵の具、マーカー、⾊鉛筆等を持参する必
要がある。

『⽇曜⽇のはじめちゃん』 クリハラタカシ 著 福⾳館書店  978-4-8340-8687-4

『幼稚園教育要領解説』⽂部科学省 最新版
『保育所保育指針解説』厚⽣労働省 最新版
『幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説』内閣府・⽂部科学省・厚⽣労働省 
最新版

特に指定せず。適宜、関連資
料を提⽰する。


